＜資料紹介＞倉敷市所蔵「薄田泣菫文庫」与謝野晶子自筆歌稿「湯あかりの後」「土ふみて」 by 加藤美奈子
−39−
〈資料紹介〉倉敷市所蔵「薄田泣菫文庫」
与謝野晶子自筆歌稿「湯あかりの後」 「土ふみて」
加藤美奈子
はじめに
︱
倉敷市所蔵「薄田泣菫文庫」について
平成二二年度より、本学吉備地方文化研究所事業の一環として、
倉敷市所蔵「薄田泣菫文庫」 （以下、 「泣菫文庫」 。旧稿で用いた「薄田泣菫関連資料」の正式名称として平成二三年度より市が呼称を統一した） の調査 ・ 撮影を継続的に実施している （拙稿 「倉敷市所蔵 『薄田泣菫関連資料』 調査経過報告」 （ 「吉備地方文化研究」 第二一号 （吉備地方文化研究所
　
二〇一一） ） 。
本論叢前号掲載の拙稿「 〈資料紹介〉
	 倉敷市所蔵「薄田泣菫関連
資料」 ／与謝野晶子自筆歌稿 「秋の薔薇」 『就実論叢』 第四〇号 （就実大学・就実短期大学
　
二〇一一） ）においては、 「泣菫文庫」資料
の内、与謝野晶子自筆歌稿「秋の薔薇」 （原稿用紙一枚）について、図版を掲載・翻刻し、初出・所収歌集等について解説を加えた。同歌稿の短歌一〇首は、 「大阪毎日新聞」大正四年九月二六日に「秋の薔薇」と題して掲載された後、歌集『朱葉 』 （金尾文淵堂
　
大
正五年）に、初出一〇首の内、七首を収めている。拙稿では、歌稿 ・初出・歌集での異同を示した。
本稿では前稿に引き続き、資料調査時に「秋の薔薇」と重ねられ
ていた原稿用紙二枚の与謝野晶子自筆歌稿の図版を掲載・翻刻し、初出・歌集との異同を確認する。なお 歌稿図版については、倉敷市（担当 文化振興課）の許諾を得て掲載している。
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では詳らかではなく、歌集所収の六首についても、初出が示されていない。歌稿「土ふみて」は、歌集所収歌と比較すると、表記だけではなく、表現の異同が指摘される点でも興味深い。「湯あかりの後」については二首、 「土ふみて」については四首の与謝野晶子自筆による未公表短歌を含む可能性のある 稿として注目される。二
　
与謝野晶子自筆歌稿「土ふみて」 「湯あかりの後」図版・翻刻・掲載紙
次頁に、
【図版１－１】与謝野晶子自筆歌稿「湯あかりの後」 、
【図
版２】与謝野晶子自筆歌稿「土ふみて」を掲げ 翻刻を示した（翻刻中の■は文字の修正箇所を示している） 。
【図版１－１】について
は、参考資料として掲載紙【
図
版
１
－
２】
 「大阪毎日新聞」 （大正二
年七月二〇日付） 「湯あかりの後」を掲げた。
なお、図版は、調査で撮影された画像データの周囲を省き、筆跡
を明確にするため、明度等に若干の加工を施している「大阪毎日新聞」紙面は、 国立国会図書館所蔵データの複写によった。
一
　
与謝野晶子自筆歌稿「湯
ゆ
あかりの後
のち
」 「土
つち
ふみて」解題
「泣菫文庫」所収の歌稿「
湯ゆ
あかりの
後のち
」は「大阪毎日新聞」掲
載時の題により、 「土
つち
ふみて」は歌稿一首目の初句から仮称した。
いずれも「秋の薔薇」と同様の原稿用紙を使用し、一マスに一文
字ずつ記入、一首を二行に収め、一枚につき一〇首の短歌が総ルビで書かれている。 「秋の薔薇」同様、黒インクのペン書きで、二枚とも欄外に「与謝野晶子」と署名されているが、タイトルはいずれも示されていない。
用紙はそれぞれ縦約二六㎝×横約三六㎝の洋紙、 「Ｂ４」サイズ
に相当し、青罫の四〇〇字詰原稿用紙の様式で、 「十ノ廿
　
松屋製」
と左下欄外に印刷 る。
歌稿「湯あかりの後」は、 大正 年七月二〇日付「大阪毎日新聞」
に「湯
ゆ
あかりの後
のち
」と題され、一〇首の内、八首が掲載された。一
〜八首目が、歌稿どおりの配列で示されているが 最後の 首は未掲載で、初出 不明である。歌稿・初出・歌集所収歌では、表記等に若干の異同が見られた。 「大阪毎日新聞」掲載時の題は「
湯ゆ
あか
りの後
のち
」だが、これは七首目の「ある夏
なつ
の湯
ゆ
上あが
りののち
????
?
???
?にな
らびてありしか 從
いとこ
妹なし」により、紙面では「湯
ゆ
上あが
り」とルビに
濁点がふられている。
歌稿「土ふみて」は、十首の内、六首が『夏より秋へ』 （金尾文
淵堂
　
大正三年）に見出されるが、初出の詳細が現行の『全集』類
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【図版１－１】与謝野晶子自筆歌稿「湯あかりの後」
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【図版１－２】「大阪毎日新聞」 （大正二年七月二〇日付） 「湯あかりの後」
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【図版２】与謝野晶子自筆歌稿「土ふみて」
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三
　
与謝野晶子自筆歌稿「湯あかりの後」 「土ふみて」解説
「湯あかりの後」一〇首の内二首、 「土ふみて」一〇首の内六首が所収されている『夏より秋へ』は、大正三年一月、晶子三六歳の詩歌集である。挿画は藤島武二、 扉には 「文学博士上田敏先生に献ず。 」とあり、 「上の巻」に短歌五一〇首、 「中の巻」に短歌二五七首、 「下の巻」は一〇二編の詩が収められている（逸見久美「解題」 （ 『定本與謝野晶子全集』第三巻（講談社
　
昭和五五年） ） ） 。 「下の巻」の巻
頭は、 「青鞜」創刊号（明治四四年）に「そぞろごと」と題して掲載された詩「山の動く日来る」である。「湯あかりの後」が新聞紙上に掲載された大正二年には、前年の渡欧までの経緯を描いた長編小説「明るみへ」を「東京朝日新聞」に六月から九月まで一〇〇回にわたって連載し 。 土ふみての詠まれた時期は確定出来な が、 『夏より秋へ』所 歌を確認すると、前後に配列された歌の初出が、概ね大正 年六〜八月頃であり、 「土ふみて」は、 「湯あかりの後」 近い時期に詠まれたことが推測され 。以下、 歌稿「湯あかりの後」 「土ふみて」について、 初出 ・ 歌集『夏
より秋へ』掲載歌との異同を示す。
底本は、 『定本與謝野晶子全集』一－二〇巻（講談社
　
昭和五四
－五六年）によった（以下、 『全集』 ） 。
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427物ものほし
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ほ
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なゝ
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をとこすがた
姿のわれをおもひぬ
同歌は『夏より秋へ』に、重複して所収されている。少女時代「男姿」をしていたことを詠んだ歌に「十
じふ
二に
まで
男をとこすがた
姿
をしてありしわれとは君
きみ
に知
し
らせずもがな」 （ 『春泥集』 （明治四四年）
113）がある。 「和泉なるふるさと」を詠んだ冒頭歌より三首、 「故郷」
との関わりを詠んだ歌が並ぶ。・わが叔
をぢ
父の泳
およ
ぐ間
あひだ
に四
し
五ご
人にん
の新
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ひと
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傍線は歌稿との表現・表記の異同を引用者が示したものである。○︱『夏より秋へ』所収歌
　
・︱〔初出〕掲載の歌集未収録歌
　
●︱〔初出〕未掲載の歌集未収録歌ゴシック体
で、自筆歌稿「湯あかりの後」 「土ふみて」からの翻
刻を示した。〔初出〕︱「湯あかりの後」 （ 「大阪毎日新聞」大正二年七月二〇日）〔歌集〕︱『夏より秋へ』 （大正三年一月）〔拾遺（大正二年） 〕︱〔初出〕掲載、 〔歌集〕未収録の作品。 『全集』の「明治四十五年・大正元年〜六年 拾遺） 」の内、 「大正二年」の「拾遺」によった。 「拾遺」は前掲〔初出〕の「大阪毎日新聞」によるため本文は省略した。
歌番号は、 〔歌集〕 ・ 〔拾遺（大正二年） 〕ともに『全集 によった。与謝野晶子
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164）がある。
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おわりに
︱
六首が未公表短歌の可能性
以上、 倉敷市所蔵「薄田泣菫文庫」の内、 与謝野晶子自筆歌稿「湯
あかりの後」 「土ふみて」を翻刻・紹介した。
歌稿「湯あかりの後」一〇首は、 薄田泣菫が学芸部に所属した「大
阪毎日新聞」紙上に八首が掲載され、内二首が『夏より秋へ』に所収されたが、残る二首 ついては、歌集にも未収録で、初出についても現段階では見出せない。
歌稿「土ふみて」一〇首は、 「湯あか の後」と同時期に詠まれ
た作品と推測されるものの、 初出は不明で、 内六首が『夏より秋へ』に所収されており、幾つか 表現の異同が見出される。「湯あかりの後」では、歌集のみならず、原稿と初出の「大阪毎日新聞」掲載歌との間にも 表記等 異同が見られた。特筆すべきは、 「湯あかりの後」の「大阪毎日新聞」未掲載・歌
集未収録の二首、 「土ふみ 」の歌集未収録 四首で、こ らの作品が、 発表 まま自筆歌稿のみ泣菫の元に残された経緯は詳らかではなく 同歌や類歌の他紙・誌へ 掲載 可能性 考慮されるが、晶子自筆の未公 短歌である可能性が高いことを指摘しておきたい。
末筆ながら、 「泣菫文庫」を担当されている倉敷市文化振興課、
同課主任・秋山剛氏 および、長年に亘り『泣菫小伝一〜九』 （薄
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田泣菫顕彰会
　
平成一四－二二年）を刊行されるなど、泣菫生家の
ある倉敷市連島から精力的に泣菫顕彰事業に尽力、 「泣菫文庫」についても常日頃よりご助言頂いている「薄田泣菫顕彰会」事務局・三宅昭三氏に心より感謝申上げた 。
